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「私を信じたのかい ズボンの裾にしがみついている草の実よ」 
 皆さんもよくご存じの星野富弘さんの詩です。シロノセンダングサという

草の実がズボンの裾にくっついていたという詩です。センダングサの種類は

いわゆるひっつき虫といわれる植物の一つで、種子が動物や人にくっついて

移動し、繁殖の場を広げる性質をもっています。野原や空き地の雑草の中を

歩いた時に、気づかないうちに衣服にくっついていたことや、幼いころ空き

地に生えた草の中にそれを見つけてお互いに投げてくっつけ合ったりしたこ

とが皆さんにもおありではないでしょうか。星野さんには、ズボンの裾にく

っついたその実が、私を信じているように思えた…つまりこの草の実が、た
またま出会った私を無条件に信じて自分の命を託してしがみついているよう

に思えたのでしょう。

この詩をある場所で紹介していただいたのですが、その方は、「学校の子どもたちもこの実と同じよ

うに私たちを信じてくれているように思えませんか」とお話ししてくださいました。草の実と子どもた

ちを同じように思うのはどうかととらえる方もいらっしゃるかもしれません。けれども、たまたま出会

った私たちを信じて子どもたちが丸ごとその心身を託して一生懸命に応えてくれている…そう考える
とこの詩の深い意味にハッとさせられました。子どもたちは、たまたま出会った私たち大人を信じてつ

いてきてくれるのです。身の引き締まる思いがします。私たちは子どもたちの無条件の信頼にどうすれ

ばよりよく応えられるのか、ともに信頼し合えるより良い関係をつくっていく努力をしなければならな

いと感じます。健気に私たちを信じ頼ってくる子どもたちを愛おしみ、慈しみ、出会えたことに感謝し

たい。そう思わせてくれる星野さんの詩との出会いでした。

師走を迎えました。今年も広瀬小学校にご支援・ご協力いただいたことを感謝申し上げます。新しい

年も変わらず本校を温かく見守ってくださいますようよろしくお願いいたします。来る年も皆様に幸多

きことをお祈りします。

学校長 酒 井 千 佳

終業式と始業式のお知らせ 

２学期の終業式は、12月 24 日(水)です。 

また、３学期の始業式は、1月 8日(木)です。

両日とも下校時刻は11時30分頃となります。

学校アンケート、 

ご協力ありがとうございました。 
 １１月にお願いいたしました学校アンケート

に、ご協力頂きありがとうございました。この貴

重なご意見を、今後の学校運営に生かしていける

ように、集計･分析を行います。なお分析した結

果につきましては、年度末に学校ホームページに

掲載いたします。 

 また、学校開放月間に伴い、多くの方に子ども

たちの様子を見ていただくことができました。お

忙しい中お越し頂きありがとうございました。
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